
０６月１５日（土）
開場　１９：３０
開演　２０：００～
(２ステージ 入替なし　途中入場可) (1drink=６００円～)

2
0
1
9

MC　３５００ 円＋２drinks order

藤本⼀⾺ 
ギタリスト、コンポーザー。ミュージシャンの⽗
親の影響で独学でギターを弾き始める。1998年
ヴォーカルのナガシマトモコとorange pekoeを
結成。2002年1stアルバム«Organic Plastic Mu
sic»が35万枚のセールスを超え、その後も国内は
もとよりアジア各国や北米での CDリリース、ラ
イブ公演など幅広い支持を獲得。2010年よりイ
ンストゥメンタル⾳楽を中⼼としたソロ名義での
ライブ活動を開始。2011年1stアルバム«SUN D
ANCE»をリリース。岡部洋⼀と⼯藤精を迎えた
トリオでのパフォーマンスが話題となる。その後
もカルロス・アギーレやアンドレ・メマーリ等を
フィーチャーした«Dialogues»、«My Native Lan
d»、また伊藤志宏とのデュオ作品»Wavenir»を発
表。⼼を静める⾳楽集「Quiet Corner」で紹介さ
れる等、ジャズやクラッシク⾳楽だけでなくワー
ルドミュージックリスナーなど幅広い支持を得る。
2016年の最新作«FLOW»では林正樹と⻄嶋徹との
トリオを軸にシルビア・イリオンド、ジョアナ・
ケイロスを迎え録⾳。その他、中島ノブユキ«散り
ゆく花»の録⾳とライブツアー、⼩沼ようすけとの
ギターデュオ作品«Naja»のプロジェクトへ参加な
ど、国内外の様々なアーティストと共演。雄大な
自然からの着想、自⼰の内⾯を投影したオリジナ
ル楽曲を中⼼に、その⾳楽性は⾼い評価を獲得し
ている。

福盛進也
独特で繊細なシンバルワーク、そしてメロディック
且つリズミックなインタープレイで演奏を展開させ
るドイツで活躍中のドラマー。またダイナミクスの
幅が広く詩情的なプレイを得意とする。
1984年1⽉5⽇、大阪市阿倍野区⽣まれ。15歳でド
ラムを始め、17歳の時に芸術⾼校にて⾳楽を学ぶた
めに単⾝で渡米。その後、ブルックヘブンカレッジ、
テキサス大学アーリントン校を経て、ボストンのバ
ークリー⾳楽大学を卒業。
10年間のアメリカでの活動後、2013年に拠点を
ミュンヘンに移し欧州各国で活動を開始。繊細で巧
みなドラム・プレイだけでなく、作曲家としても⾼
い評価を得ている。2017年に自⾝のトリオで、
ECMレーベルから⽇本⼈⼆⼈目となるリーダー・
アルバム「For 2 Akis」を録⾳し、2018年2⽉に
世界リリース。

⻘柳拓次
1971年、東京⽣まれ。⽗は古典楽器店を営み、⺟
は祖⽗の代から続くクラシックのギタリスト。幼い
頃よりクラシックや⺠族⾳楽に親しみ、ギター、ピ
アノ、パーカッション、⺠謡を学ぶ。
1990年にLittle Creaturesでデビュー。以後、
Double Famous、ソロの⻘柳拓次、KAMA AINA
名義で多様な⾳楽性の作品を発表。ダンス、⼈形劇、
演劇の舞台や映画の⾳楽を作曲し、パリの地下鉄、
ミュンヘン、沖縄、シチリア、ハワイ島の⾳楽家と
現地録⾳盤を制作。他にも、詩、絵本、旅⾏記の執
筆や、旅の写真展を開催するなど、表現活動は多岐
にわたる。2013年に沖縄ヤンバルからスタートさ
せた、声を重ね合わせる参加型のイベント「Circle
 Voice」は、⽥中トシノリ監督によるドキュメント
映画の制作と呼応しながら国内外で開催。
2018年、KAMA AINA ＋ Hochzeitskapelleのアル
バムが、ドイツ＆⽇本でリリース。ギターと声のみ
で表現されるソロユニットTakujiを本格始動させた。


